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　流域治水関連法案の閣議決定というニュースが報

道された。

　上流域から河口まで、河川にかかわる人や組織が

一丸となって災害を防ごうという法案だ。新聞やニ

ュースなどで特に取り上げられていたのは、ハザー

ドマップの話題で、今まで作成対象となっていた大

河川だけではなく、県管理の中小河川などについて

も、ハザードマップの作成が義務化される。今まで、

自分の家や職場などのある場所が、ハザードマップ

の地図上で浸水深ごとの着色が無く「白い」から、「浸

水の危険が無い」というような誤解を招いていた、

ハザードマップの空白地帯が埋められることになっ

た。

　一方で、家屋が少ない山の中や、中小河川よりも

さらに小規模な沢や水路の周辺の浸水リスクについ

ては、管理する自治体の考え方によって、ハザード

マップに載せるかどうかの判断が異なってくる。ど

の区間が、はん濫危険性を検討したうえで「白い」

のか、検討していないから浸水域が描かれていない

のか、その基準はわかりにくい。

　ところで、小規模な流れには危険は無いのだろう

か。沢や水路など、経路の短い流れでは、流域に降

った雨が、比較的短時間で流量を変化させる。最近

の短時間強雨も引き金となり、道路の脇や、住家の

裏などの、普段は小さな流れから、急に大量の水が

流れてくるということも、頻繁に起こっている。

　大雨が降ると流量が一気に増えて氾濫する、地元

の人しか知らないような流れがある。管理の基準が

決まっていないようなもの、また、管理者がすぐに

はわからない状態のものもある。そして、そんな流

れが災害時に思いがけない防災の邪魔をする。2019

年の台風19号の際のお話として伺った内容で、坂道

を水が流れて避難が妨げられたという例が複数あっ

た。急な坂道であれば滝のような状態が想像される。

なぜ坂道を水が流れていたのかというと、坂道より

も高い場所に沢や川など、水の流れがあって、そし

て、何らかの理由で、流れが、平常時に流れている

水路や側溝を流れなくなり、道路上を流れたためで

ある。理由は、多くの場合、水路や側溝が詰まって

しまったというもので、大雨によって土砂や流木な

ど、水以外のものが流れてきて、流れが閉塞する。

流れをせき止める土砂や流木は、もともとは、山林

などの管理者の管理下にある。とはいえ、山から流

出する土砂や流木を、完全に食い止めることは難し

い。各種のダムや堰も、貯められる量には限界があ

る。また、山地から流出する土砂や有機物を利用す

る生物もいる。すべて止めてしまえば、河川の生態

系や、海岸地形にまで影響を与えることになる。

　今、考えられるのは、いかに食い止めるか、では

なく、そのような可能性がある場所を見つけて、あ

らかじめ周知することかもしれない。ハザードマッ

プにあまりに詳細な情報を載せては見づらくなる

が、規模は小さくても、人の命に関わる被害の可能

性は、掲載対象にしてもらえるのではないか。

撒
撒
撒
撒
撒
撒
撒
撒
撒
撒
撒
撒
撒
撒
撒
撒
撒
撒
撒
撒
撒
撒
撒
撒
撒
撒
撒
撒
撒
撒
撒
撒
撒
撒
撒
撒
撒
撒
撒
撒
撒
撒
撒
撒
撒
撒
撒
撒
撒

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

補修工事が進む生出橋

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　東北地方整備局三陸国道事務所

は９日付で、一般競争入札で実施

の三陸北地区、三陸南地区の法面

防災工事を公告した。いずれも申

請書は17日までの受付。入札締切

は３月１日、開札は18日を予定し

ている。（関連６面）

　２件とも工事実施形態は、総価

契約単価合意方式、総合評価落札

方式（施工能力評価型（Ⅱ型））、

契約後ＶＥ方式の試行、週休２日

交 替 制 の 推 進 工 事 、 i -

Constructionに基づき新技術を活

用する工事、「生産性向上チャレン

ジ」の試行対象工事などとなって

いる。

　三陸北地区の工事は、宮古市崎

山第６地割～田野畑村一の渡地内

が施工場所となっている。崎山地

区①での掘削工や法面工、落石雪

害防止工、崎山地区②での掘削工

と法面工、田野畑地区の掘削工と

法面工、寺田橋・寺田橋側道橋の

道路土工（根固め工）を施工内容

としている。

　三陸南地区の工事については、

大船渡市立根町字細野～釜石市甲

子町第４地割地内が施行地とな

る。工事内容は、立根地区での掘

削工と法面工、吉浜地区での掘削

工や法面工、落石雪害防止工、甲

子地区での掘削工と法面工を実施

するもの。

　工期は、２件とも22年１月21日

までを設定している。参加資格を

見ると、東北地方整備局の 21・

22年度一般競争（指名競争）参加

資格審査申請の定期受付におい

て、希望工種を法面処理工事とし

て申請を行い受理されている者

で、21年４月１日に認定がなされ

る者。

　地域要件は、東北地方整備局管

内に本社（本店）、支店、または営

業所が所在すること。施工実績に

ついては、道路（高速自動車国道、

一般国道、都道府県道、市町村道）

における構造物による法面保護工

を付している。

　東北地方整備局北上川ダム統合

管理事務所は９日付で、一般競争

の湯田ダム法面対策工事を公告し

た。17日までの申請書受付で、入

札締切は３月２日。開札について

は、４月８日を予定している。（関

連５面）

　案件の工事実施形態に関して

は、総価契約単価合意方式、総合

評価落札方式（施工能力評価型（Ⅱ

型））、契約後ＶＥ方式の試行、週

休 ２ 日 制 の 推 進 工 事 、 i -

Constructionに基づき新技術を活

用する工事、生産性向上チャレン

ジの試行対象工事などが設定され

ている。

　今回の工事では、湯田ダムの法

面対策としてモルタル吹付（増厚

工）2050平方㍍、落石防護網撤去

2050平方㍍を行うものとなる。西

和賀町杉名畑地内が施行地で、21

年12月10日までの工期となってい

る。

　参加資格は、東北地方整備局の

21・22年度一般競争（指名競争）

参加資格審査申請の定期受付にお

いて、希望工種を法面処理工事と

して申請を行い受理されている者

で、21年４月１日に認定がなされ

る者。

　施工実績は、法面工の工事。地

域要件として、岩手県内に本社（本

店）があり、かつ、北上中部地方

生活圏内（奥州市、花巻市、北上

市、金ケ崎町、西和賀町）に本社

（本店）、支店または営業所が所在

することを付している。

　県南広域振興局土木部千厩土木

センターは、橋梁の長寿命化を見

据えた補強や補修に関して20年

度、一関市大東町の国道343号の

板木橋８橋について、施工や設計

を実施。このうち４橋は、既に施

工を終えている。設計が進む橋に

ついては、21年度に施工を予定し

ている。

　20年度に対応している橋を見る

と、板木橋では、補強や補修工事

を実施している。施工内容を詳し

く見ると、支承取替工やブレース

取替工（鋼製橋脚部）、連続繊維シ

ート補強、地覆打替、床版打替。

支承取替、ブレース取替（鋼製橋

脚部）や連続繊維シート補強が補

強を図るためのもの。橋脚の炭素

繊維による巻き立て、部材の交換

などにより補強

する。

　主要地方道一

関大東線の生出

橋は、橋面舗装

（橋面防水）や

支承補修、伸縮

継手、ひび割れ

補修、断面修復

を実施する。施

工は21年度まで

の期間で進める

見通しだ。

　一般県道藤沢

大籠線の大白橋については、伸縮

装置の取り替えや舗装などを実

施。21年度までの期間での施工を

予定している。

　国道346号の二股橋は、橋梁補

修として橋面防水工や塗装などを

実施し、20年６月に完了。国道28

4号の金田橋は、塗装、歩道部分

の床版の取り替えなどを20年９月

に終えた。

　一関大東線の猊鼻大橋では、伸

縮継手補修、支承防錆（金属溶射）

などが20年11月に完了。上ノ橋も

20年11月に施工が完了し、舗装打

替え工や伸縮継手補修などを実施

した。

　設計については、一関大東線の

水道橋が対象。ひび割れ補修など

を見込んでおり、21年度の施工を

計画している。

　20年度で施工や設計等の事業費

を計上した橋梁は次の通り。橋梁

名に続き①路線名②位置する市町

③橋長④形式⑤完成年－の順。

　▽板木橋①国道343号②一関市

大東町③70.6㍍④３径間連続鋼非

合成鈑桁橋⑤1969年

　▽生出橋①主要地方道一関大東

線②一関市東山町③65.7㍍④ＰＣ

単純ポステンＴ桁橋（３連）⑤19

63年

　▽大白橋①一般県道藤沢大籠線

②一関市藤沢町③35㍍④単純鋼非

合成Ｉ桁橋⑤1990年

　▽二股橋①国道346号②一関市

藤沢町③18㍍④単純ＲＣＴ桁橋×

２連⑤1967年

　▽金田橋①国道284号②一関市

千厩町③12.5㍍④ＲＣＴ桁＋鋼Ｉ

桁⑤1963年

　▽猊鼻大橋①主要地方道一関大

東線②一関市東山町③90.1㍍④３

径間連続鋼非合成鋼鈑桁橋⑤1981

年

　▽上ノ橋①一般県道前沢東山線

②一関市東山町③98㍍④ＰＣポス

テンＴ桁橋⑤1961年

　▽水道橋①主要地方道一関大東

線②一関市東山町③10㍍④プレテ

ンション方式ＰＣ単純中空床版橋

⑤1983年

　県北広域振興局土木部二戸土木

センターは、20年７月の豪雨で被

害を受けた道路・河川の災害復旧

を進めている。主な被災個所のう

ち、法面崩壊が発生した一般県道

姉帯戸田線の一戸町向山地区の災

害復旧工事に関しては、21年度の

発注を予定している。７月豪雨の

災害復旧工事は、21年度中の完了

予定となっている。（※以下、１月

12日現在の状況・見通し）。

　同土木センターの管理施設で

は、20年７月の豪雨により、６件

（道路２件、河川４件）の被害が

発生した。

　道路では、県道姉帯戸田線の向

山地区で延長22㍍の法面崩壊が発

生し、一時全面通行止めとなった。

主要地方道一戸葛巻線の同町侍村

地区では、同19.5㍍の道路（兼用

護岸）の崩壊が発生し、片側交互

通行の措置を講じている。向山地

区の災害復旧工事は、21年度の発

注予定。侍村地区は20年度の発注

・契約個所で、今後復旧を進めて

いく。

　河川の被害４件は、いずれも二

戸市内で発生したもの。うち３件

は十文字川、１件は金田一川の被

害となっている。

　十文字川においては、川代地区

で同21.4㍍の水田浸食、上野平地

区で同10㍍の河岸浸食、枇杷掛（び

わがけ）地区で同20.6㍍の護岸崩

壊の被害が確認された。川代地区

の災害復旧は、21年度第１四半期

をめどに発注予定。上野平、枇杷

掛の両地区は、19年に被災した十

文字川の小平橋上地区（同市内）

と一括で発注し、今後工事を進め

ていく。

　金田一川の野月平地区では、同

13㍍の河岸浸食が発生した。21年

度第３四半期ごろの工事発注を予

定している。河川災害復旧工事で

は、ブロック積みでの復旧を計画

している。

　19年災（台風19号関連）に伴う

復旧の実施個所は４件だった。そ

のうち１件は、十文字川の小平橋

上地区での河岸浸食の被害。残り

の３件は道路災で、路肩一部決壊

の被害となっている。九戸村内の

国道340号（１件）、同町内の県道

姉帯戸田線（２件）で、復旧済み

だ。

　過年度の復旧件数としては、16

年災31件、17年災12件、18年災14

件の災害復旧工事を終えた。


